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　さる 10 月 20 日に，第 7 回日本泌尿器科学会プレス
セミナーが，「泌尿器科疾患に関するトピックス」を
テーマに開かれました。私は「宇宙空間における尿路
結石の先端研究を医療の現場に」のタイトルで，講演
をさせていただきました。
　私はプレスセミナーへの参加は初めてでしたが，泌
尿器科を社会に幅広く知ってもらえるよい企画だと思
いましたので，セミナーの様子を紹介します。会場は
なんと帝国ホテルの 1 室で，40 名余りのプレス関係者
が定刻前にはすでに空き席なく座っておられました。
　セミナーの内容は大きく分けて 3 つ。その 1 つは，
今秋に開かれる地方総会（東部，中部，西部）のト
ピックスの紹介で，各会長は個性豊かに印象深く話さ
れました。昨今の泌尿器科の診療・研究は否が応でも
がん関係が主流になっていますが，3 名の会長の専門
は，排尿，結石，移植，がん，女性泌尿器科と多岐に
わたっており，私たち泌尿器科医が扱っている疾患は
幅広く，身近な病気が多いことを，プレス関係者は再
認されたことと思います。
　2 つ目のテーマは，議論を 2 分している「PSA 検診
の有用性」です。今年 3 月には The New England J. Med
（電子版）に，PSA を用いた前立腺がんスクリーニン
グに関する相反する 2 つの研究が掲載されました。こ
の 2 つの論文に，群馬大の伊藤一人准教授が巧みな解
析と論理的な考察を加え，人を引きつける話術で，
PSA 検診は有用であることを強く述べられました。泌
尿器科医の 1 人として頼もしく感じましたが，その場
に反論者がいなかったのがむしろ残念でした。

　最後は私の講演です。私の研究内容はいうまでもな
く，先端研究とはかけ離れていますが，今年 3 月から 
4 か月半にわたり，若田光一飛行士が国際宇宙ステー
ションに長期滞在をされたので，その話題を提供する
ことにより，プレス関係者に泌尿器科への関心を高め
ていただくことが目的です。宇宙空間では，骨からカ
ルシウムが溶けやすく，骨塩量は地上の約 10 倍の速
さで減ることから，骨粗鬆症のみならず，カルシウム
結石ができやすいことが長期滞在の問題点になってい
ます。NASA は，最近ようやく 12 名の宇宙飛行士に計 
14 回の尿路結石が発症していることを公表していま
す。そこで，今春の長期滞在では若田さんら 3 名の飛
行士にビスホスフォネートを用い，骨塩量の減少と，
尿カルシウム排泄の増加を著明に防ぐことに成功して
います。正式発表は NASA などの手続きを経て行われ
ますが，その治療効果はすでに若田さんご自身が喜び
をこめて述べておられるのは承知の通りです。「宇宙と
泌尿器科」，一見何の関係もない領域ですが，地上で
の研究を宇宙に，そして宇宙での研究を臨床応用され
る日が近いことを話しました。
　これら 3 つのテーマいずれにも，プレスから熱心な
質問がありました。しかも各総会の現場への取材を通
して，社会に発信されます。最近の患者さんの中には，
泌尿器科への受診をためらう人は少なくなっているで
しょうが，正しい知識を社会に提供し，泌尿器科の認
識を深めていただく努力が今しばらくは必要でしょ
う。その意味でも有意義なセミナーでした。
 （郡　健二郎）
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